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金星探査機あか つ き搭載紫外イ メー ジ ャ （UVI）の概要 と科学目標

山崎 敦 （宇 宙研）、渡部 重十 （北海道情報大〉、山 田 学 （千葉工 大）

　　 1960 年代 の 地上か らの 金星紫外観測 に よ り、

金星 雲頂 の 横倒 しの Y 字模様 の東か ら西 へ の 約

4 地球 日周期の 循環が発 見 された ｛1］．また同時

期の 地上 レーダー観測の 結果は ， 金星の 自転は地

球 と逆向きで，周期 は 243 日である こ とを示 し

て い た．金星 大気が金星表面の 自転速度の 60 倍

もの 速度で 回転 して い るこ の 高速循環は
“

超 回転

（ス ーパ ーロ ーテ ーシ ョ ン）と呼ばれ ， 金星大気大

循環の 最大級 の未解決課題の
一

つ で ある．ス ーパ

ーロ ーテーシ ョ ン研 究は紫外観測か ら始ま り，こ

れま で の 数 々 の金星探査 におい て 紫外光 による

撮像は繰 り返 し行 われ て きた．日本 の 金星探査機

「あか つ き」　［2］に も紫外イメ
ージャ （UVI）が

搭載され，過 去最高の 空間分解能 と 高信号雑音

比 （SN 比）を持 っ 画像 を取得 し
，

ス ーパ ー ロ ー

テーシ ョ ン の 大気大循環 を明らか にするこ とを

目標 と し て い る．

　　 UVI の 金星 紫外像 によ り判明する雲頂の 濃

淡の 分布か らは ，
これを追跡す るこ とで 風速場を

推定 し，そ の 経年変化が報告 され て い る ［3］．濃

淡の 成因は，雲頂付近の化学物質量 の 差が生 じさ

せ る太陽紫外 線の散乱量 の 差 と推測 され て い る．

紫外吸収物が ヒ昇気流に よ っ て 運 びあげられる

とい うシ ナ リオ ［4］や雲その もの の 不均
一

な分

布 ， 微細な粒子 の 影響 な どが説明候補で ある過

去に行われて きた紫外観測 は，比較的大きな コ ン

トラス トが得 られ ると経験的に知 られて い る波

長 365nm 付近 を中心に行われて きた ．しか しな

が ら，こ の 波長域 の 吸収 を担 う物 質は夫同定で あ

り ， 大気大循環 の 力学 を議論す るに は 心 も とない ．

そ こ で
，
UVI は

， 雲の 主成分で あ る硫酸の 核 とな

る 二 酸化硫黄 （SO2）の 吸収線を含む波長

283nm の 観測を同時に 実施 し
，

二 波長の紫外画

像に よ る 次の よ うな科学に 迫る ．

　 SO2 お よび未同 定吸収物質 の 水平分布

　雲追跡 に よる雲頂高度付近の 大気運動の 解析

　 リム観測に よる ヘ イズ の 鉛直分布

雲追跡の 風速場の 推定だ けで なく， 光化学や雲物

理の 主役 となる SO2 の 空間的・時間的変動や，そ

れ らと風速場の 関係 を比較する こ とをタ
ー

ゲ ッ

トと して い る ［5｝．

　　金星探査機 「あか つ き」 は当初の計画通 りの

金星周圓軌道投入には失敗 したが
， 幸い にも金星

周回軌道再投入 の 機会があ るこ とが判明 し ［4］，

2015年 12月 の軌道再投入に向けて現在準備中で

あ る．上記に述 べ た科学的意義は未 だ衰 え る こ と

はな く，活発な議論が行われ て い る．本稿で は，

UVI の 概要 と科学 目標 に つ い て紹介 し，金星大

気大循環ス ーパ ー ロ ーテ ーシ ョ ン研究の 機運 を

高 めた い ．
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